
第１回　選考委員会　議事録

２０２３年５月２５日

選考委員長　　岩　　本　　　朗
１．日　　時		２０２３年５月２５日（木）午後０時００分～午後１時００分
１．場　　所		大阪弁護士会館９０２号会議室及びＺｏｏｍミーティング
１．出席委員　＜五十音順・敬称略＞
（１）会議室での出席（１６名）
岩本朗、由良尚文、足立啓成、西祐亮、溝上絢子、枝川直美、中原大雄、
岩佐賢次、東尚吾、平野惠稔、福田健次、中島宏治、金子武嗣、坂本団、
宮崎裕二、広瀬元太郎、（下枝歩美（議事録作成））
（２）Ｚｏｏｍミーティングによる参加（８名）
松森彬、有村とく子、島尾恵理、植木和彦、関根幹雄、井上洋子、藤田さえ子、
濵田雄久
（３）委任状の提出（３２名うち出席で重複が５名）
（４）委員総数　５６名、出席者４３名（会議室１６名＋委任状２７名）

　上記のとおり定足数３８名に足る委員の出席があったので、本委員会は適法に成立し、委員長岩本朗は議長となり、開会を宣し、直ちに議案の審議に入った。

【議事の内容】
１　報　告：委員長就任と副委員長の指名
　選考委員会規則４条２項に基づき、岩本朗幹事長が委員長に就任し、由良尚文委員と溝上絢子委員を副委員長として指名した。

２　説　明：Zoom参加者の議決権について
選考委員会では精密採決が必要な場面も想定しうること等から、今回はZoomに決議権を認めないこととした。もっとも意見を述べてもらうことは認める。

３　決　議：
（１）次年度会長候補推薦の有無
議長：２０２０年度に会長を推薦したこと等をふまえ、今年は会長を推薦しない方向で考えている。五月会の大砂裕幸会員が立候補の意欲を持っていると聞いている。
A会員：大砂さんが会長になることに反対。人柄は良いが会長になるような人ではない。誰か手を挙げて阻止してほしいが、誰も手を挙げてくれる人がいない。
　B会員：大砂さんで落ち着くかわからないが、この人でダメなら誰か出てくる。
C会員：噂には聞くが、なぜそこまで反対なのか、わからない。
議長：公正は再来年に会長候補者を出す予定。
D会員：選挙が形骸化してしまっている。人柄がよい人が選ばれる。
議長：現状、若手の意識の変化等をふまえると、選挙ができる会派があるかといったらない。
・次年度会長候補者を推薦しないこと
【決議】本提案について、特段の異議なく、満場一致でこれを可決した。

（２）次年度副会長候補推薦の有無　　　
[bookmark: _Hlk135909793]議長：通年どおり、次年度副会長候補者を一人推薦したいと考える。
由良副委員長：各会派からは推薦候補者を聞いている。
議長：副会長間で期に開きがある。一水と春秋は期が高止まりしている。
E会員：去年の選考委員会は今年の推薦について何か議論していないのか。
議長：去年はしていない。準備期間も考慮して、こういう人に副会長になってほしいという話を事前にしたほうが良いとは思っており、今年度は、後半に、適任者の名前を出しあって議論する機会を設けたいと考えている。

・次年度副会長候補を１名推薦する
【決議】本提案について、特段の異議なく、満場一致でこれを可決した。

（３）推薦する場合は次の日程案決定
・６月１日～６月９日：副会長推薦候補者の届出期間
・意見の提出期限　７月１２日（水）
・第２回及び意見を聴く会　７月２６日（水）　午後１時～午後２時　
・第３回（投票結果の報告）　８月２３日（水）　午後１時～午後２時　
【決議】本提案について、別段の異議なく、満場一致でこれを可決した。

３　選考方法
議長：推薦候補者の決定方法について原則どおり直接選挙を行うことにしたいと考えている。
[bookmark: _GoBack]会員から特段の異議はなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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